
　
町
で
は
「
山
田
町
住
民
協
働
推
進
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
ま
す
。
同
計
画
は
住
民
同
士
、
住
民
と
行
政
が
協
力
し
合

う
「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
や
取
り
組
み
を
示

し
た
も
の
で
、
自
治
会
活
動
へ
の
補
助
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備

の
支
援
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
地
域
社
会
に
存
在

し
て
い
た
「
助
け
合
い
・
結
い
」
の
精
神
―
―
。現
代
社
会
で
薄
れ
つ
つ

あ
る
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
地
域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
、
経

済
活
動
中
心
の
生
活
や
全
国
画
一
的

な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
と
、

人
々
か
ら
は
地
域
づ
く
り
や
地
域
活

動
へ
の
関
心
が
次
第
に
薄
れ
、
人
と

人
と
の
結
び
付
き
が
希
薄
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
済
成
長
に
伴
い
、
情
報

化
、
少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
な
ど

わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
も
大

き
く
変
化
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
住
民

の
ニ
ー
ズ
も
よ
り
高
度
に
な
り
、
ま

た
多
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行

政
が
一
方
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
い
う
仕
組
み
か
ら
、
住
民
と
行

政
が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
住
民
同
士
、
住

民
と
行
政
が
協
力
し
合
い
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く「
住
民
協
働
」

の
力
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
豊
か

な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域

を
知
り
、
地
域
に
愛
着
を
持
つ
住
民

の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
尊
重
し
、

住
民
と
行
政
が
一
緒
に
考
え
、
共
に

汗
を
流
し
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
自
治
組
織
の
現
状

　
平
成
　
年
３
月
１
日
現
在
、
本
町

１９

の
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織

な
ど
の
数
は
　
団
体
で
、
町
内
２
０

１９

３
行
政
区
中
、
１
９
３
行
政
区
６
７

３
７
世
帯
が
加
入
し
て
お
り
、
町
全

体
の
組
織
加
入
率
は
　
・
１
％
と

９３

な
っ
て
い
ま
す
。
残
る
　
行
政
区
に

１０

は
自
治
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
町
内
会
と
し
て
存
在
し
て
い
る

地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
自
治
会
が
実
施
し
て
い
る
主
な
事

業
に
は
▽
地
域
の
美
化
活
動
▽
慶
弔

事
業
▽
町
民
体
育
祭
へ
の
参
加
▽
盆
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住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

　「
山
田
町
住
民
協
働
推
進
事
業
計

画
」
は
、
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
、

住
民
と
行
政
が
協
力
し
合
う
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
　
月
か

１２

ら
住
民
協
働
推
進
計
画
策
定
委
員
会

（
濱
登
長
一
郎
委
員
長
・
委
員
　
人
）

１５

が
３
度
に
わ
た
る
検
討
を
重
ね
、
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
計
画
は
、
住
民
協
働
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
や
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る
住
民
の
力

　
か
つ
て
、
日
本
の
地
域
社
会
に
は

困
っ
た
と
き
に
人
々
が
力
を
貸
し
合

い
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
合
う

「
助
け
合
い
・
結
い
」
の
精
神
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
復
興
期

大人から子供まで誰もが暮らしやすいまちづくりを進めるため、みんな大人から子供まで誰もが暮らしやすいまちづくりを進めるため、みんなでで
力を合わせてこの計画実現に取り組みましょう（昨年の町民体育祭の様子力を合わせてこの計画実現に取り組みましょう（昨年の町民体育祭の様子））

【８】【９】

▽
住
民
協
働
推
進
支
援
事
業
　
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
自
治
会
な
ど
の
活
動
に

補
助
を
行
い
ま
す
（
上
表
参
照
）。

▽
学
習
機
会
の
情
報
提
供
　
地
域
づ

く
り
活
動
に
関
す
る
学
習
の
機
会

や
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
協
働
推
進
体
制
の
整
備
　
昨
年
４

月
に
設
置
さ
れ
た
住
民
協
働
推
進

室
が
中
心
と
な
り
、
行
政
と
住
民

の
協
働
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

自
治
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
て
い
な

い
地
区
で
の
組
織
の
立
ち
上
げ
を

支
援
し
ま
す
。

▽
集
会
施
設
の
管
理
運
営
方
法
の
検

討
　
地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
集
会
施
設
と
す
る
た
め
、
自

治
会
な
ど
で
管
理
運
営
す
る
方
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
力
で
す
。

自
分
の
住
む
地
域
を
見
詰
め
直
し
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考

え
、
自
ら
が
主
役
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
く「
住
民
協
働
」

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
こ

の
計
画
の
実
現
に
向
け
て
み
ん
な
で

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
住
民

協
働
推
進
室
（
察
　－

３
１
１
１

８２

内
線
４
４
０
）
へ
ど
う
ぞ
。

（個人のお宅では行いません）

※会場の確保や開催告知など、講座を行うための準

備は主催者側で行ってください。

◆申込方法　役場総務課、住民生活課、役場各支所

に備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、開催

を希望する日の２週間前までに提出してください。

◆申込先・問い合わせ　役場総務課住民協働推進室

（察８２－３１１１内線４４０）へどうぞ。

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
ご
利
用
を

　町では、昨年１０月から町職員

による「まちづくり出前講座」

を実施しています。同講座は、

町で行うさまざまな制度や政策

について町民の皆さんに情報を

提供し、広く町政に関する理解

を深めて、住民協働を推進する

ことを目的としています。

　町内に住む５人以上の団体や

グループなどであればどなたで

も開催することができ、講座の

内容は受講する皆さんのご要望

に応じて、各担当課の職員が説

明にお伺いします。なお、この

講座は皆さんの相談や要望など

をお聞きするものではありませ

んのでご理解をお願いします。

◆開催できる時間　試平日…午

前１０時～午後９時試土曜日・

日曜日・祝日…午前１０時～午

後４時

※開催時間は講座１回につき原

則２時間以内としてください。

◆開催場所　町内の公共施設や

事業所の会議室、学校など

町
職
員
が
制
度
や
施
策
を
説
明

自治会などの活動に補助金
　町では、４月１日から自治会などの活動に対し、補助金

を交付します。山田町住民協働推進事業計画により設けら

れたもので、地域づくり活動や従来の行政サービスを自治

会などが実施するものに交付されます（右表参照）。

　本年度（４月１日～来年３月３１日）に行われる事業の申

請の受け付けを６月２９日まで行います。補助金の交付を

希望する団体は期日までに申請書を提出してください。

◆対象団体　自治会、コミュニティー、自主防災組織、Ｎ

ＰＯなど（産業団体など営利法人は対象外です）

◆補助内容　審査委員会により事業内容などが審査され、

認められた費用の５分の４以内の額が交付されます。

※補助金は団体ごとに交付されますが、年間で１団体に交

付できる金額の総額には上限があります。対象世帯数に

より異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

◆申請先・問い合わせ　役場総務課住民協働推進室（察８２

－３１１１内線４４０）へどうぞ。

事　業　内　容　の　例区　　分

地域づくり計画の策定・周知、地域ワー

クショップの開催、地域性を生かしたイ

ベントの開催など

地域づくり

各種健康づくり運動、世代間交流活動、

地元食材を使用した料理教室
地 域 福 祉

ごみ減量化と適正分別への取り組み、ご

みステーションの適正管理、廃棄物の不

法投棄監視活動、買い物袋持参運動など

環 境 衛 生

お祭り・盆踊り大会の開催、地域リー

ダー研修会への派遣など

生涯学習・

生涯スポーツ

地域での避難訓練、防災資器材の整備、

道路の草刈りや除雪、登下校時間帯の地

域内の見回りなど

防災・安全

地場産品の消費拡大や生産意欲の向上に

関する取り組みなど
産 業 振 興

◆対象となる事業内容の例

踊
り
、
芸
能
大
会
の
開
催
―
―
な
ど

が
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
防
災
活

動
へ
の
取
り
組
み
、
児
童
と
高
齢
者

が
触
れ
合
う
世
代
間
交
流
会
な
ど
個

性
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

５
つ
の
施
策
で
協
働
推
進

　
同
計
画
で
は
、
住
民
協
働
に
よ
り

新
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
次
の
５
つ
の
基
本
施
策
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備
の
支

援
　
地
域
づ
く
り
の
活
動
拠
点
と

な
る
集
会
所
を
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
整
備
す
る
場
合
に
、
そ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。


